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山梨大学「重新徽典館碑」周辺整備竣工記念式典について（ご案内） 

 

山梨大学には、本学の淵源となる甲府勤番士やその子弟を教育する目的で寛政８年（1796年）に

創設された教育機関である徽典館（きてんかん）が、天保 14年（1844年）に新築移転したことを記

念して建立された「重新徽典館碑（じゅうしんきてんかんひ）」が設置されています。 

このたび、本学では、この歴史的に価値のある石碑を後世に遺していくために、本学と教育学部

同窓会である「徽典会」との協働により石碑の修復等を行い、併せてその周辺を整備いたしました。 

つきましては、竣工を記念し、下記により記念式典を挙行いたしますので、ご案内申し上げます。 

当日の取材・報道にご配慮くださいますようよろしくお願いいたします。 

 

記 

日 時 平成２８年１０月１８日（火）１０時 ～（概ね 30分程度） 

 場 所 山梨大学甲府西キャンパス（山梨県甲府市武田４丁目４－３７） 

【記念式典】：10時 00分～ 教育学部Ａ会議室（Ｊ号館５階） 

（テープカット：10時 25分頃～ 「重新徽典館碑」前） 

 出席予定者 

（来賓）山梨県教育委員会教育長、山梨県県民生活部長、本学部有識者会議委員 ほか 

    （本学）学長、徽典会々長（教育学部長）、徽典会筆頭副会長 ほか 

※ 当日取材される際は学生等の往来もありますので、撮影にはご配慮願います。 

次 第 

 【記念式典】 

１ 開式 

２ 大学・徽典会役職者紹介 

３ 来賓紹介    

４ 学長式辞 

５ 徽典会々長挨拶 

６ 来賓祝辞 

７ 感謝状贈呈 

８ 閉式 

     ― 会場移動 ― 
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（テープカット）  

１ 「重新徽典館碑」由来紹介 

２ テープカット者紹介 

３ テープカット 

４ 記念撮影 

 

 

 

 

 

 

 

  

<問合せ先> 
  山梨大学教育学域支援課  

TEL 055-220-8102  FAX 055‐220‐8791 
     E-mail edu-hs@yamanashi.ac.jp   

<広報担当> 
同 総務部総務課広報企画室 望月 

   TEL 055-220‐8005  FAX 055‐220‐8799  
     E-mail koho@yamanashi.ac.jp   
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（参考①） 

○重新徽典館碑 

山梨大学の在る甲府市武田四丁目４－３７、正門（元師範学校正門）を入ると、すぐ右の木立

に囲まれて「重新徽典館碑」が建ててあり、縦 180cm、横 105cm、厚さ 30cmの大きい石に、そ

の昔の徽典館の由来等が刻まれています。 

  この石碑は、天保１４年１２月建とあり、甲府学問所の開設から４７年後のもので、徽典館初

代学頭（学長）友野かん（霞舟と号す）が文章を、中務少輔（なかつかさしょう）浅埜長祚（あ

さのながむら）が文字を書き、大学頭林ひかるが額の揮毫をしました。 

  創設以来四十余年間の徽典館の盛衰と、今回の再興のいきさつや、建学の精神を後世に伝える

ために建てられた碑であり、当時を偲ぶ唯一の物的遺産としてたいへん貴重なものです。 

「重新徽典館碑」は、昭和２０年７月の戦災で炎に焼かれ、割れ目を接着剤で補修してあるが

無数のひび割れが入り、文面は読みとり難い状況でした。 

なお、戦前、甲府市在住の小宮山喜久二氏が、「重新徽典館碑」碑面を拓本に採っており、昭和

４０年２月「徽典会」に寄贈いただきました。この拓本は文字も鮮明で無二の貴重品であり、條

幅に装丁し桐箱に収めて保存してあります。 

 

○徽典館 

山梨大学の淵源、徽典館の沿革は、遠く江戸時代までさかのぼります。 

 徳川幕府は江戸に昌平黌（しょうへいこう）を開き、武家の子弟に漢学を教授して文運を開く

ことに勉めた。その分校に甲府の徽典館と駿府の明新館とがあり、この徽典館こそが山梨大学の

淵源となります。 

 寛政７年（１７９５年）甲府城内に創設された。当初は甲府学問所とよばれ、寛政８年（１７

９６年）勝手小普請役の富田富五郎（武陵と号す）を教授方に迎え、勤番の子弟や農工商の有志

の者に漢学を教授しました。 

 その後、文化２年（１８０５年）大学頭（だいがくのかみ）林 衡（はやしたいら）によって

「徽典館」と命名され、また、白河城主松平越中守定信の書によって徽典館の三文字が扁額に刻

まれ、学舎のび間に掲げられました。 

 徽典館の学頭は昌平黌から教授二名が派遣された。学館は順次移転拡張改築を重ね、校名も時

代の要請によって開智学校、師範講習学校、師範学校と変遷を重ねたが、常に甲斐の教学の中心

として年と共に発展を遂げてきました。 

 山梨大学は、昭和２４年（１９４９）山梨大学開設にあたって山梨大学学芸学部となり、昭和

４１年（１９６６年）山梨大学教育学部と改められ、更に平成１０年（１９９８年）山梨大学教

育人間科学部に改組され、平成２８年（２０１６年）に山梨大学教育学部に改組し、今日に至り

ます。 
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〇石碑修復及び周辺環境整備（前）        〇石碑修復及び周辺環境整備（後） 

 

○記念式典会場案内図 

          式典会場（J号館５階会議室）     テープカット会場「重新徽典館碑」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 駐車場 


